
樅の木会（デンソー山岳部ＯＢ会）

            山 行 報 告 書

〈リーダー所見〉

メンバー全員雪の感触を楽しみながら和気あいあいの登山でした。時間

的に余裕の有る山行で疲れも無く？お勧めのコースと再認識しました。

〈山行報告〉 刈谷を出て名古屋高速・名神・東海北陸道 の長良川 SC でトイレ休憩し高鷲 IC を下り高鷲スノ

―パークスキー場のリフトを利用しゴンドラ終点迄行く。予報の通り天気はまずまずと言って良くサングラス

が必要だ。

CL 塚本英吾 SL 青山

武、浜島弘一、油井武、

岡田晋、福井正信

晴れ時々曇り

2/6 6:00 刈谷発

8:20 高鷲ｽﾉｰﾊﾟｰｸ

9:15 ｺﾞﾝﾄﾞﾗ終点ｽﾀｰﾄ

10:25 大日ヶ岳頂上

10:40 大休憩

11:40 ｺﾞﾝﾄﾞﾗ終点着

コースタイム（天候：天気図記号）低山雪山を楽しむ

   ルート図（地図を見て正確に）

  1/2.5 万地形図：

  
参 加

メンバー2015.2.6  山行日
大日ヶ岳(1,709m)
  奥美濃  山 域

確認

（ﾘｰﾀﾞｰ）

作成

(報告者 )

原紙:
会事務局

山行: 1
ﾘｰﾀﾞｰ

総会参加数

配布先

  山 名

山行目的

15.2.17
福井

報告日

報告者

０９．０５．０５   WORD ﾌｫｰﾏｯﾄ   樅の木会事務局

   月度
例会

個人

頂上から鎌ヶ峰

頂上付近で荷を下ろす

前大日から上頂を望む

ロッジで昼食後のひととき 頂上に着きましたが展望？

三角点が足元下と思われる頂上付近

        

       

ロッジのネット横を通り直ぐ左手のかすかなトレースのある斜面から登り始める。木立の中の新雪

を踏んで気持のよい登行の始まりである。先頭は青山、油井、福井の３人が適当に交代しながら行く。風も弱

く 20 分ほど歩くと汗ばんで来たので上着の調節をして登る。木立を抜け雪面が開け、やや急な斜面を登り前大

日のピークに着く。この辺よりスノーシュウの沈み込みは少なくラッセルも気にならない雪の状態を楽しみな

がら難なく頂上に着く。頂上と言ってもただノッペリした場所で昨年より雪が多く菩薩の頭や大日ヶ岳頂上柱

は雪の下だ。風も強くので早々に頂上を後にして前大日との鞍部で休憩する。ここまで来ると風もなく見通し

を良くなる。下りは登りのトレースを辿り下山する。下に着くまでに３パーテイのスキー組に合った。ゴンド

ラ終点ロッジで昼食、帰り路満天の湯でさっぱりして石徹白の民宿「おしたに」に 15 時に着く。

夕方刈谷発の現役組の到着を待たず先に 22 時前に就寝する。

          石徹白
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井
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ゴンドラ終点

登山スタート
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